
８．受付業務の知識  No.8 

現役世代の保険料軽減や医療用医薬品と OTC 医薬品の利用における公平性を踏まえ、OTC 類似薬について、

通常の自己負担とは別に保険外負担（特別の料金）を患者に求める新たな仕組みが創設されることが決まったこと

を受付業務の知識 No.3にて取り上げました。その仕組みについて、厚生労働省は、8月 26日の中央社会保険医

療協議会にて OTC 類似薬の一部保険外療養の実務フローが示されました。今回は実務フロー及び OTC 類似薬

の保険給付の見直しの実施に向けた技術的検討会 「中間とりまとめ」 （概要）について取り上げました。 

 

 

 

＊実務フローチャートによると別途の負担の対象か対象外かは処方箋に記載されることとなり、患者への別途の負

担の説明を実施した上で、負担の支払いを行ってもらいます。 

 

 

 

 



 

＊引き続き必要な医療が確保されるよう別途の負担を求めない範囲（こども・がん患者・指定難病患者・国の公費

負担医療の受給者・入院患者・処置等の一環で行われる処方・低所得者・長期使用・ＯＴＣ添付文書に「使用しな

い」と記載されている「妊婦」、「妊娠している可能性がある女性、「授乳婦」）について中間とりまとめがされたが、令

和８年９月中に OTC類似薬の一部保険外療養の仕組みについてのとりまとめる予定となっています。 

 

資料：厚生労働省ホームページ 

   【概要】ＯＴＣ類似薬の保険給付の見直しの実施に向けた中間とりまとめ資料 

   （https://www.mhlw.go.jp/content/12403550/001734915.pdf） 

   ＯＴＣ類似薬の保険給付の見直しの実施について 

（https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001750154.pdf） 
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